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令和６年第４回京丹波町議会定例会（第１号） 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令 和 ６ 年 １ ２ 月 ２ 日 （ 月 ） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開 会 　 　 午 前 　 ９ 時 ０ ０ 分 

 

１　議事日程 

　　第　１　会議録署名議員の指名 

　　第　２　会期の決定 

　　　　　　　　　　　　　自　令和６年１２月　２日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９日間 

　　　　　　　　　　　　　至　令和６年１２月２０日 

　　第　３　諸般の報告 

　　第　４　行政報告 

　　第　５　請願の委員会付託 

　　第　６　承認第　６号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　　　　　　　　　　　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第３号） 

　　第　７　同意第　２号　教育委員会教育長の任命について 

　　第　８　同意第　３号　教育委員会委員の任命について 

　　第　９　同意第　４号　教育委員会委員の任命について 

　　第１０　同意第　５号　公平委員会委員の選任について 

　　第１１　同意第　６号　固定資産評価審査委員会委員の選任について 

　　第１２　議案第６０号　京丹波町開発及び土砂の埋立て等に関する条例の制定について 

　　第１３　議案第６１号　京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正する条例の制定につ 

　　　　　　　　　　　　　いて 

　　第１４　議案第６２号　京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波町職員の管理職手当 

　　　　　　　　　　　　　に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

　　第１５　議案第６３号　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第４号） 

　　第１６　議案第６４号　令和６年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

　　第１７　議案第６５号　令和６年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

　　第１８　議案第６６号　令和６年度京丹波町育英資金給付事業特別会計補正予算（第１号） 

　　第１９　議案第６７号　令和６年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第１号） 
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　　第２０　議案第６８号　令和６年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号） 

　　第２１　議案第６９号　令和６年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号） 

　　第２２　議案第７０号　令和６年度京丹波町水道事業会計補正予算（第１号） 

　　第２３　議案第７１号　令和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

２　議会に付議した案件 

　　議事日程のとおり 

 

３　出席議員（１３名） 

　　　１番　　山　﨑　裕　二　君 

　　　２番　　山　﨑　眞　宏　君 

　　　３番　　畠　中　清　司　君 

　　　４番　　伊　藤　康　二　君 

　　　５番　　居　谷　知　範　君 

　　　６番　　西　山　芳　明　君 

　　　７番　　隅　山　卓　夫　君 

　　　８番　　谷　口　勝　已　君 

　　　９番　　山　田　　　均　君 

　　１０番　　東　　　まさ子　君 

　　１１番　　松　村　英　樹　君 

　　１２番　　森　田　幸　子　君 

　　１３番　　梅　原　好　範　君 

 

４　欠席議員（０名） 

 

５　説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（２６名） 

　　町 長　　　　　畠　中　源　一　君 

　　副 町 長　　　　　山　森　英　二　君 

　　総 務 部 長　　　　　松　山　征　義　君 

　　健 康 福 祉 部 長　　　　　木　南　哲　也　君 

　　産 業 建 設 部 長　　　　　栗　林　英　治　君 
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　　企 画 情 報 課 長　　　　　堀　　　友　輔　君 

　　総 務 課 長　　　　　田　中　晋　雄　君 

　　財 政 課 長　　　　　山　内　明　宏　君 

　　デジタル政策課長　　　　　田　畑　昭　彦　君 

　　税 務 課 長　　　　　小　山　　　潤　君 

　　住 民 課 長　　　　　大　西　義　弘　君 

　　福 祉 支 援 課 長　　　　　原　澤　　　洋　君 

　　健 康 推 進 課 長　　　　　西　野　菜保子　君 

　　子 育 て 支 援 課 長　　　　　保　田　利　和　君 

　　医 療 政 策 課 長　　　　　中　野　竜　二　君 

　　農 林 振 興 課 長　　　　　山　内　敏　史　君 

　　商 工 観 光 課 長　　　　　片　山　　　健　君 

　　土 木 建 築 課 長　　　　　井　上　晴　之　君 

　　上 下 水 道 課 長　　　　　村　田　弘　之　君 

　　会 計 管 理 者　　　　　谷　口　玲　子　君 

　　瑞 穂 支 所 長　　　　　豊　嶋　浩　史　君 

　　和 知 支 所 長　　　　　山　内　善　史　君 

　　教 育 長　　　　　松　本　和　久　君 

　　教 育 次 長　　　　　岡　本　明　美　君 

　　学 校 教 育 課 長　　　　　宇　野　浩　史　君 

　　社 会 教 育 課 長　　　　　西　山　直　人　君 

 

６　欠席執行部（０名） 

 

７　出席事務局職員（３名） 

　　議 会 事 務 局 長　　　　　　樹　山　敬　子 

　　書 記　　　　　　山　本　美　子 

　　書　　　　　記　　　　　　松　谷　洋　二 
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開会　午前　９時００分 

○議長（梅原好範君）　改めまして、皆さん、おはようございます。 

　　本日の会議は、健康管理のため、出席者の入場前の検温、手指消毒を行うとともに、水筒

等での飲料の持込みを許可しております。 

　　ただいまの出席議員は１３名であります。 

　　定足数に達しておりますので、令和６年第４回京丹波町議会定例会を開会いたします。 

　　直ちに本日の会議を開きます。 

 

《日程第１、会議録署名議員の指名》 

○議長（梅原好範君）　日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

　　会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、９番議員・山田　均君、１０番議

員・東まさ子君を指名します。 

　　なお、以上のご両君に差し支えのある場合は、次の議席の方にお願いいたします。 

 

《日程第２、会期の決定》 

○議長（梅原好範君）　日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

　　お諮りします。 

　　本定例会の会期は、本日から１２月２０日までの１９日間としたいと思います。 

　　これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　異議なしと認めます。 

　　本定例会の会期は、本日から１２月２０日までの１９日間と決定いたしました。 

　　会期中の予定については、事前に配付の会期日程表のとおりであります。 

 

《日程第３、諸般の報告》 

○議長（梅原好範君）　日程第３、諸般の報告を行います。 

　　本定例会に町長から提出されております案件は、承認第６号ほか１７件です。 

　　後日、町長から追加議案の提出があります。 

　　提案説明のため、畠中町長ほか関係者の出席を求めました。 

　　１０月９日、１０日、教育福祉常任委員会による滋賀県愛荘町、福井県永平寺町での管外

視察研修が実施されました。 
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　　１０月１６日に情報セキュリティについて全議員研修が実施されました。 

　　１０月２０日には、議会報告会として、京丹波マルシェに議会ブースを出展いたしました。 

　　１０月２８日、２９日には、総務産建常任委員会によります広島県庄原市、三次市での管

外視察研修が実施されました。 

　　１１月５日、教育福祉常任委員会が開催され、管外研修の総括が行われました。 

　　１１月７日には、全員協議会が開催され、議会基本条例の見直しについて協議されました。 

　　１１月１１日、交通網対策等特別委員会が開催され、町内の地域公共交通の現状について

協議されました。 

　　１１月２８日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営等について協議されました。 

　　また、同日、全員協議会が開催され、議会運営委員会での協議決定内容の報告等が行われ

ました。 

　　９月３０日、１０月７日、２１日、２３日、３０日に議会広報広聴特別委員会が開催され、

議会だより発行に向けた会議が行われ、議会だより第８６号の発行をいただきました。 

　　本定例会までに受理した陳情書等をお手元に配付しております。 

　　京丹波町監査委員より、例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付しており

ます。 

　　京丹波町情報センターに対し、自主放送番組での本会議の放映を依頼しましたので、報告

いたします。 

　　本日、本会議終了後、議会広報広聴特別委員会が開催されますので、委員の皆様には大変

お世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

　　以上で、諸般の報告を終わります。 

 

《日程第４、行政報告》 

○議長（梅原好範君）　日程第４、行政報告を行います。 

　　畠中町長。 

○町長（畠中源一君）　本日ここに、令和６年第４回京丹波町議会定例会をお願いいたしまし

たところ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集をいただきまして、

誠にありがとうございます。 

　　また、日頃、議員各位には、円滑な町政の推進にご支援、ご協力をいただいておりますこ

とに厚くお礼申し上げます。 

　　さて、令和６年も残すところ僅かとなりました。今年は、大雨や台風接近に伴う災害対策
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本部の設置はあったものの、いずれも大きな災害には至らず、心より安堵しているところで

す。 

　　私は、町長就任以来、防災対策に加え、災害時の被害を最小限にする減災の取組にも力を

入れてきたところであり、企業をはじめ町内外の関係団体と防災に関する協定に取り組んで

まいりました。 

　　また、昨日には和知地区において原子力災害住民避難訓練を実施したところです。今回の

訓練により、平成２４年度から大飯・高浜原子力発電所のＵＰＺ圏内にある和知地区全ての

集落で訓練を実施することができました。今後も京都府や関西電力株式会社と連携強化を図

りながら、継続した訓練に取り組んでまいりたいと考えております。 

　　あわせて、昨年より健康安全運転講座等で連携している京都ダイハツ販売株式会社と、こ

のたび、暮らしの安全安心に関することなど、双方の資源を活用して、地域の課題解決を図

る協働の取組を推進するため、１１月１８日に包括連携協定を締結しました。 

　　災害時の緊急移動手段の提供をはじめ、地域公共交通における連携やスポーツ振興支援な

ど、今後協議を重ねながら取組を進めてまいりたいと考えております。 

　　本年９月２１日から１０月１８日までの間、オーストラリアホークスベリー市から６名の

留学生を本町に迎え、９月定例会では本議場において、初めて留学証明書の交付をさせてい

ただきました。新型コロナウイルス感染症の影響により、５年ぶりの交換留学となりました

が、双方の町にとりまして大変有意義な交流となり、関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す。 

　　本町では、誰もが安心して行政手続を進められるよう、１０月１日から申請書の一部を書

かずに作成する申請書作成システムや、最大３２か国の言語を通訳でき、高齢者や聴覚障害

者向けの音声筆談機能を持つ多言語通訳サービスを開始しました。 

　　また、１０月３０日からは住民票をはじめ、各種証明書の支払いにキャッシュレス決済サ

ービスを新たに導入するなど、よりスムーズな手続ができる環境整備を行っているところで

す。 

　　本町が四季を通じて最も輝き、来町者が最大となるこの時期に合わせ、京丹波マルシェ２

０２４を開催しました。昨年を上回る約７，５００人の方に秋の京丹波の食を存分に味わっ

ていただきました。 

　　また、１１月３日には、２，５００人を超えるランナーを丹波自然運動公園にお迎えし、

京都丹波ロードレースを開催しました。例年より高温の中ではありましたが、丹波高原の心

地よい風を受け、沿道からの応援を感じていただきながら、町内を駆け抜けていただいたと
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ころです。 

　　両行事とも運営や支援をいただいた多くの関係者の皆様が、それぞれ入念に準備をいただ

き、大きな盛り上がりとなりましたこと、心から感謝を申し上げたいと存じます。 

　　京丹波の栗の持つ価値を再定義し、付加価値を創出する。そして、京丹波町の新たな地域

ブランドの旗印とすることで、生産者の拡充とさらなる関係人口の創出や、持続可能な仕組

みづくりにつなぐ京丹波栗リファインプロジェクトに取り組んでいます。その一環として、

１１月１６日に熊本県山鹿市で開催された全国モンブラン大会に私も出席し、全国の和栗生

産地が集う中でプロモーションを展開したところであります。 

　　また、京丹波栗をはじめとする高品質で歴史ある京丹波の農産物を使ったホテル・ザ・ミ

ツイ京都でのアフタヌーンティーイベントやレストランひらまつ高台寺でのメディアイベン

トも、生産農家の出席を得ながら開催されるなど、京丹波から生まれたヒト、モノ、コトを

ブランディングし、域外へ発信していくフロム京丹波推進事業にも積極的に取り組んでいる

ところです。 

　　さらに、そうして発信する本町の魅力ある情報を優先的に受信いただける方々をファンク

ラブとして組織し、末永く交流が持てる関係性を構築するため、クラブ京丹波と銘打った京

丹波ファンクラブ事業も並行して実施しております。現時点で会員数は３８０名余りとなっ

ており、さらなる会員獲得を目指して一定の関係人口を見える化していきたいと考えており

ます。 

　　食のまち・京丹波ならではの学校給食創造事業においては、毎年栄養教諭と協議を行い、

本町の食材や風土などを取り入れ進めているところですが、今回、本町で操業されている石

井食品京丹波工場と連携した学校給食イシイの日として、全校児童生徒を対象に給食提供を

行いました。通常サイズの１．５倍のミートボールの提供をはじめ、今後は共同開発した鍋

スープの素を使用し、町内産食材を活用したお鍋の提供など、引き続き学校給食の充実につ

ながることを期待しているところです。 

　　かねてより本町の歴史や文化財の価値を見詰め直し、文化だけでなく、地域の魅力発見に

つなぐため、戦国期の山城に着目して調査を進めてまいりました。このたび、専門家などで

構成する山城選定委員会において、代表的な山城を選定し、京丹波八大山城として確定して

いくことといたしました。今年度に作成を進めている冊子とあわせて、本町のかつての繁栄

や歴史的な意義の見える化を通して、地域を見直す契機となるものと考えております。 

　　町内の理科や数学の中学校教員等でつくられた京丹波理科だい好き倶楽部を中心に、京丹

波わくわくサイエンスが約３００人の来場者を得て盛大に開催されました。遊びや体験を通
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して理科や数学の面白さを学べるイベントとして、本町と包括連携協定を締結しているアズ

ビル山武財団と連携し、本年は京丹波町内外で事業を営む企業がブースを構えていただくな

ど、地域社会の発展及び人材育成にもつながったものと考えているところです。 

　　去る１０月３１日に国道９号観音バイパス整備促進期成同盟会の設立総会を開催いたしま

した。本町が会長職を務め、南丹市と連携強化を図りながら、より具体的な取組を進めるよ

う、地元選出の国会議員や京都府など関係機関と一体となって整備促進を図ってまいりたい

と考えております。 

　　最後に、令和７年度の本町予算編成方針をこのほど策定いたしました。 

　　さきに国が公表した経済報告における基調判断では、先行きについては、雇用・所得環境

が改善する中で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くと期待されるとしているも

のの、物価上昇、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があるとされています。 

　　こうした状況に対して、政府は、グリーン、デジタル、科学技術等の分野での官民連携に

よる投資の拡大や、こども未来戦略等に基づく少子化対策・こども政策の抜本的強化等の取

組を加速化し、日本経済を成長型の新たなステージへと移行していくとされています。 

　　一方、地方財政については、地域経済の好循環や持続可能な地域社会の実現等に取り組む

ことができるよう、一般財源の総額については、令和６年度地方財政計画の水準を下回らな

いよう、実質的に同水準を確保するとされています。 

　　しかしながら、本町の財政状況につきましては、近年、歳入の根幹をなす普通交付税が減

少の一途をたどっており、長引く物価高の影響等により景気の先行きが不透明であることか

らも、歳入環境を楽観視することができない状況が続いています。また、歳出面でも、物価

高騰や賃上げ、国の制度変更、新たに生じた行政需要に対する国の財政措置が十分ではない

ことなど、厳しい財政環境が続くことが見込まれます。 

　　このため、限られた財源の下、住民サービスの維持・向上を図るため、歳入に見合った歳

出を念頭に、施策の推進と財政健全化の推進との両面をバランスよく図ってまいる所存であ

りますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

　　以上、行政報告とさせていただきます。 

○議長（梅原好範君）　以上で、町長の行政報告を終わります。 

 

《日程第５、請願の委員会付託》 

○議長（梅原好範君）　日程第５、請願の委員会付託を行います。 

　　本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり、教育福祉常任委員会に
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付託したので報告いたします。 

 

《日程第６、承認第６号　専決処分の承認を求めることについて　令和６年度京丹波町一般会

計補正予算（第３号）》 

○議長（梅原好範君）　日程第６、承認第６号　専決処分の承認を求めることについて　令和

６年度京丹波町一般会計補正予算（第３号）を議題とします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。 

　　畠中町長。 

○町長（畠中源一君）　それでは、本日提案させていただきます議案につきまして、その概要

を説明させていただきます。 

　　承認第６号　専決処分の承認を求めることにつきましては、令和６年度一般会計補正予算

（第３号）を専決処分いたしましたので、議会の承認をお願いしております。 

　　１０月２７日執行の衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る事務経費につ

いて、補正を行ったものであります。 

　　ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　補足説明を担当課長から求めます。 

　　山内財政課長。 

○財政課長（山内明宏君）　承認第６号　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第３号）の

専決処分の承認を求めることにつきまして、補足説明を申し上げます。 

　　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第３号）では、衆議院議員総選挙等に伴う執行経

費を計上しております。令和６年１０月９日に衆議院が解散し、１０月１５日公示、１０月

２７日投開票となったところでございます。投票日までの期間が短く、即刻執行しなければ

ならない経費であり、議会を招集する時間的余裕がないために、必要額について専決処分を

行ったものでございます。 

　　それでは、予算書によりまして説明をさせていただきます。 

　　今回の一般会計補正予算（第３号）では、補正前の額１２０億６，５６０万６，０００円

に１，６６０万円を追加し、補正後の額を１２０億８，２２０万６，０００円とさせていた

だくものでございます。 

　　次に、事項別明細書７ページをご覧ください。 

　　歳出でございます。２款、総務費、４項、選挙費の衆議院議員総選挙執行事業で１，６４

１万４，０００円としております。主な内容でございますが、まず、１節、報酬といたしま
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して、１８１万３，０００円、投票管理者、投票立会人等の報酬を計上しております。次に、

３節、職員手当等、時間外勤務手当では、８２８万円を計上しております。７節、報償費に

つきましては、ポスター掲示場の謝礼。１０節、需用費の消耗品費につきましては、ポスタ

ー掲示場の看板代や事務用品。それから食糧費につきましては、投票所の弁当代、茶菓子代

等でございます。また、印刷製本費につきましては、入場券や氏名掲示、啓発チラシ代など

でございます。１１節、役務費につきましては、入場券等の郵送代等でございます。手数料

は、期日前投票立会人の手数料や、新聞折込の手数料等でございます。また、１２節の委託

料につきましては、ポスター掲示場の設置・撤去に係る委託料や計数機、分類機の点検・運

用委託料などを計上しております。１３節の使用料及び賃借料につきましては、主に個人演

説会場の使用料、それから投票所の借上料等を計上したものでございます。 

　　また、会計年度任用職員人件費（パートタイム）に１８万６，０００円を計上しておりま

す。会計年度任用職員報酬、費用弁償に２人分の必要額を計上したところでございます。 

　　次に、戻っていただきまして、事項別明細書５ページでございます。 

　　歳入でございます。１７款、府支出金、３項、府委託金、１目、総務費府委託金で、衆議

院議員総選挙委託金といたしまして１，６５０万円、最高裁国民審査委託金といたしまして

１０万円の合計１，６６０万円を計上したところでございます。 

　　以上、承認第６号の補足説明とさせていただきます。 

○議長（梅原好範君）　以上、説明のとおりであります。 

　　これより質疑を行います。 

　　質疑ありますか。 

　　山田君。 

○９番（山田　均君）　１点お尋ねしておきたいと思います。 

　　期日前投票が実施されておるわけでございますけども、その費用というのはこの歳出の中

ではどこに入るのかということと、期間中、期日前にそれぞれ職員含めて立会人にお世話に

なっているわけでございますけども、シルバーに派遣を依頼しているという経過もあると思

うんですけども、延べで何人の方が立会人としてお世話になったのか、状況をお尋ねしてお

きたいと思います。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　期日前の経費でございます。これにつきましては、いわゆる投票

管理者の部分でありましたり、立会人の部分でございます。それから、会計年度任用職員の

部分につきましては、これは期日前投票に係る事務をお世話になったというものでございま
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す。 

　　それから、２点目の期日前の立会人の人数でございますが、シルバーさんには、投票所３

か所ございますが、３か所掛ける２人の１１日間分をお世話になっているということでござ

います。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　山﨑君。 

○１番（山﨑裕二君）　職員手当として、時間外勤務手当８２８万円計上があります。これも

延べ何人の職員が勤務手当に該当したのか。 

　　もう１点、投票立会人の報酬１１７万９，０００円ありますが、以前から投票立会人の負

担の軽減といった話も出ておりますが、今回の衆議院議員選挙において、何かその点につい

て工夫ができた点があったのか答弁を求めます。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　職員数でございますが、これにつきましては、期日までの準備等

に係ります費用がございます。これについては、いわゆる総務課、それから和知支所、瑞穂

支所の職員の人数それぞれお世話になっておりますが、何人ということはちょっと計算をし

ておりません。時間外の積算に当たりましては、当日、投票所に行く職員、それから開票に

当たる職員それぞれ含めまして、この金額を計上させていただいたというものでございます。 

　　それから、投票立会人の負担軽減ということでございます。これについては具体的な対応

については今回できてないということでございますが、引き続き検討してまいりたいという

ものでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　ほかに質疑ありませんか。 

　　山田君。 

○９番（山田　均君）　私、引き続いてお尋ねしておきたいんですけども、今、立会人なり準

備等ということでございましたけども、年々、期日前投票される率が増えてきておるわけで

ございます。近年の状況、この衆議院選挙もですけども、投票されたうちの何割ぐらいが京

丹波では期日前に投票されたか、分かっておればその点もお尋ねしておきます。 

　　以上です。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　今回の投票者数におきます期日前投票者数でございますが、３，

５４７人ということになりまして、率で申し上げると５０％でございます。 
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　　ちなみに、前回の衆議院選挙、令和３年にございましたけども、このときは４１．１４％

でございますので、増加傾向にあるというものでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　これで質疑を終わります。 

　　これより討論を行います。 

　　最初に、原案に反対者の発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　次に原案に賛成者の発言を許可します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　これで討論を終わります。 

　　承認第６号を採決します。 

　　承認第６号　専決処分の承認を求めることについて　令和６年度京丹波町一般会計補正予

算（第３号）を原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。 

（全員　挙手） 

○議長（梅原好範君）　挙手全員であります。 

　　よって、承認第６号は、原案のとおり承認されました。 

 

《日程第７、同意第２号　教育委員会教育長の任命について》 

○議長（梅原好範君）　日程第７、同意第２号　教育委員会教育長の任命についてを議題とし

ます。 

　　ここで、地方自治法第１１７条の規定に準じ、教育長　松本和久君の退場を求めます。 

（松本教育長　退場） 

○議長（梅原好範君）　町長の提案理由の説明を求めます。 

　　畠中町長。 

○町長（畠中源一君）　続きまして、同意第２号　教育委員会教育長の任命につきましては、

現在、ご活躍いただいております松本和久教育長の任期が今月１１日に満了となります。 

　　松本教育長におかれましては、令和３年１２月から本町教育長として教育行政の推進にご

尽力いただいております。その間、多様な子どもたち一人ひとりを大切にし、誰一人取り残

すことなく、個性や能力を最大限伸ばす教育の実現のため、時代の変化に対応した探求的学
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習の推進や学校不適応対策の充実、特色ある学校給食を通じた食育の推進、さらには全小中

学校に学校運営協議会を設置され、地域とともに歩む学校づくりを推進されました。 

　　また、教育や食、健康、福祉等の人材育成・人的交流を目指した十文字学園女子大学との

相互友好協力協定の締結においては、同大学との友好関係の構築にお力添えをいただきまし

た。 

　　さらには、京都府立須知高等学校の活性化、企業との連携を生かした科学教育の推進など、

積極的な取組を展開いただきました。 

　　このほか、京丹波町民大学の開催をはじめ、全町版冊子の発行が予定されている山城の発

掘、図書館の設置と独自のサービス充実など、様々な世代の方が本町の魅力や価値を再発見

される機会を創出いただき、京丹波町のよさを生かした京丹波ならではの教育の推進にご尽

力いただきました。その功績はすばらしく、人格、識見とも高く、広く社会の実情にも精通

され、加えて温厚、誠実な人柄と何事にも積極的に取り組まれる姿勢は、多くの人々の信頼

を得られており、今後におきましても、複雑、多岐にわたる教育課題に適切に対応いただけ

ることから引き続き任命するものです。 

　　ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　暫時休憩します。 

休憩　午前　９時３２分 

再開　午前　９時３２分 

○議長（梅原好範君）　会議を再開いたします。 

　　補足説明を担当課長から求めます。 

　　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　それでは、同意第２号　教育委員会教育長の任命につきまして、

補足説明を申し上げます。 

　　教育長は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定によりまして、

当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有す

るもののうちから、地方公共団体の長が議会の同意を得て任命するとされております。 

　　今回、松本和久氏の任期満了に伴いまして、引き続き松本氏を任命することにつきまして

同意をお願いするものです。 

　　なお、教育長の任期は３年となっております。 

　　また、松本氏の略歴等につきましては、先ほどの提案説明及び別紙資料に記載のとおりで

ございます。 
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　　以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご同意賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　以上、説明のとおりであります。 

　　これより質疑を行います。 

　　質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　これで質疑を終わります。 

　　討論を省略します。 

　　これより同意第２号を採決します。 

　　この表決は起立により行います。 

　　同意第２号　教育委員会教育長の任命について、これに同意することに賛成の方は起立願

います。 

（全員　起立） 

○議長（梅原好範君）　起立全員であります。 

　　よって、同意第２号は、原案のとおり同意されました。 

　　松本和久君の復席を求めます。 

（松本教育長　複席） 

 

《日程第８、同意第３号　教育委員会委員の任命について及び日程第９、同意第４号　教育委

員会委員の任命について》 

○議長（梅原好範君）　次に、日程第８、同意第３号　教育委員会委員の任命について及び日

程第９、同意第４号　教育委員会委員の任命についてを一括議題といたします。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。 

　　畠中町長。 

○町長（畠中源一君）　続きまして、同意第３号　教育委員会委員の任命につきましては、現

在、教育委員としてご活躍いただいております片山幸男委員の任期が今月１１日に満了とな

ります。片山委員には、令和２年１２月から１期４年の間、教育委員会委員として誠心誠意

ご尽力をいただいてまいりました。人格、識見とも高く、広く社会の実情にも精通され、温

厚・誠実な人柄から信頼も厚く、教育課題に適切に対応いただけることから、引き続き任命

するものです。 

　　ご同意賜りますようお願い申し上げます。 
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　　同意第４号　教育委員会委員の任命につきましては、現在、教育委員としてご活躍いただ

いております。谷　文絵委員の任期が今月１１日に満了となります。谷委員には、令和２年

１２月から１期４年の間、教育委員会委員として誠心誠意ご尽力いただいてまいりました。

ここに改めて敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

　　つきましては、新たに任命する教育委員として、町内にお住まいの亀田奈津子氏を任命す

ることについて同意をお願いしております。亀田氏は、京丹波町自主放送番組審議会委員や

京丹波町における須知高校のあり方懇話会委員を歴任いただいており、まちづくりについて

も関心が高く、豊かな経験をお持ちで、教育委員としての職務を遂行していただけるものと

存じております。 

　　ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

　　以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（梅原好範君）　補足説明を担当課長から求めます。 

　　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　続きまして、同意第３号並びに同意第４号　教育委員会委員の任

命につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項に基づきまして、当該地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教

育、学術及び文化に関し識見を有するもののうちから、地方公共団体の長が議会の同意を得

て任命するということになっております。 

　　なお、任期につきましては４年で、定数は条例で５人となっております。 

　　なお、同意第３号で引き続き任命させていただきます片山幸男氏、また、同意第４号で新

たに任命させていただきます亀田奈津子氏の略歴等につきましては、先ほどの提案理由及び

別紙資料のとおりでございます。 

　　以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご同意賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　以上、説明のとおりであります。 

　　これより、同意第３号　教育委員会委員の任命についての質疑を行います。 

　　質疑はありますか。 

　　山田君。 

○９番（山田　均君）　１点お尋ねをしておきたいと思うんですけども、資料をつけていただ

いてるわけでございますけども、略歴として、京丹波町民生児童委員なり教育委員会委員と
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いうことで記載をしていただいておるんですけども、どういう仕事をされておったかという

のも、教育委員としての私どもが判断する１つの材料にもなるわけでございます。４年前の

資料を見ておりますと、片山幸男氏については、平成２４年４月から平成２７年３月まで和

知小学校の校長、そして平成２７年４月から平成３１年３月までは京丹波町教育委員会教育

指導主事というような、いわゆるそれまでどういう仕事をされておったかというのも記載を

されておったわけでございますけども、今回は省略されておるわけでございます。せめて４

年前に記載があったようなことの内容ぐらいは記載をしていただきたいと思うんですけども、

今回それを省略されたというのはどういうことからか伺っておきたいと思います。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　これにつきましては、これまで様々な行政委員も上程をさせてい

ただいてる中で、こういった記載の方法等については統一したほうがいいというご意見等も

いただいてる中で、今回このように整理をさせていただいたというものでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　山田君。 

○９番（山田　均君）　それぞれいろんな行政委員があるわけでございますけれども、教育委

員というのは相当重いといいますか、我々としては非常に大事な立場というふうに思います

ので、やはり現在どういう役職におられるかということと同時に、どういう仕事をされてお

ったかということも当然私は記載をすべきだと思います。全て現職だけでいいということで

は、私は判断する材料も提供すべきだと思いますので、改めて見解を伺っておきます。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　職歴等につきましては、民間等でお勤めだったというところもご

ざいます。そういったところで、情報としてはまたお知らせするという機会もございますの

で、今回、記載のほうについては記載をしないという方向で整理をさせていただいたもので

ございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　ほかに質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　これで質疑を終わります。 

　　討論を省略します。 

　　これより同意第３号を採決します。 

　　この表決は起立により行います。 
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　　同意第３号　教育委員会委員の任命について、これに同意することに賛成の方は起立願い

ます。 

（全員　起立） 

○議長（梅原好範君）　起立全員であります。 

　　よって、同意第３号は、原案のとおり同意されました。 

　　次に、同意第４号　教育委員会委員の任命についての質疑を行います。 

　　質疑はありますか。 

　　山田君。 

○９番（山田　均君）　先ほどの片山氏についてもお尋ねしたんですけども、片山氏は、たま

たま４年前に職歴の記載があったということで分かったわけでございますけども、今回、亀

田氏について、現在４６歳ということでございますので、どこかにお勤めかと思うんですけ

ども、会社員でお勤めなのか、特別なそういう仕事をされてるのかどうか、その点について

伺っておきたいと思います。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　亀田氏につきましては、町内にお住まいということで、民間等の

勤務経験はおありというふうに聞いております。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　山田君。 

○９番（山田　均君）　現在は、どういうところに会社員としてお勤めということなのか。パ

ートとしてどこかの会社に勤めておられるのか。それぐらいの最低限の現在の状況は、私は

お尋ねしておきたい。当然、教育委員として、教育委員会の会議にも出席してもらわないと

いけないわけでございますので、そういうことも判断の１つにはなるわけでございますので、

改めて現在の職業といいますか、会社員でお勤め、パートでお勤め、それぐらいは当然あっ

ていいと思うので、改めてお尋ねします。 

○議長（梅原好範君）　岡本教育次長。 

○教育次長（岡本明美君）　パート等の勤務形態までは把握はできておりませんけれども、民

間の会社等へお勤めされているということは把握させていただいております。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　山﨑君。 

○１番（山﨑裕二君）　教育委員会委員の要件として、保護者枠といったところがあると思う

んですが、この亀田奈津子氏は保護者、いわゆる１８歳未満の子どもを持たれている方に該
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当するのか。そして、今回、片山幸男氏の教育委員会委員もありましたが、５名のうちの何

人の方が保護者枠で該当しているのかといったところの答弁を求めます。 

　　もう１点、先ほどもありましたが、非常勤の特別職の報酬として教育委員会委員は２０万

円となっておりますが、その役職の多様さ、重さといったところから考えて、引上げも考慮

すべきではないかと考えておりますが、その点についての検討状況、考えをお聞きします。 

　　以上です。 

○議長（梅原好範君）　岡本教育次長。 

○教育次長（岡本明美君）　今おっしゃっていただきましたように、亀田様につきましては保

護者委員に該当されるお方でございます。 

　　また、現在、就任いただいております委員と合わせまして、亀田様にご同意いただけまし

たら、５名のうち３名の方が保護者委員ということでお世話になる予定でございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　教育委員の報酬の引上げ等については、今のところ俎上には上が

っていないものでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（梅原好範君）　ほかに質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　これで質疑を終わります。 

　　討論を省略します。 

　　これより同意第４号を採決します。 

　　この表決は、起立により行います。 

　　同意第４号　教育委員会委員の任命について、これに同意することに賛成の方は起立願い

ます。 

（全員　起立） 

○議長（梅原好範君）　起立全員であります。 

　　よって、同意第４号は、原案のとおり同意されました。 

 

《日程第１０、同意第５号　公平委員会委員の選任について～日程第２３、議案第７１号　令

和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号）》 

○議長（梅原好範君）　お諮りします。 
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　　ただいまから上程になります日程第１０、同意第５号　公平委員会委員の選任についてか

ら、日程第２３、議案第７１号　令和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号）ま

での議案につきましては、本日は、提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の日

程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（梅原好範君）　異議なしと認めます。 

　　これより、日程第１０、同意第５号　公平委員会委員の選任についてから、日程第２３、

議案第７１号　令和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号）までを一括議題とし

ます。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。 

　　畠中町長。 

○町長（畠中源一君）　引き続き提案させていただきます議案につきまして、その概要を説明

させていただきます。 

　　同意第５号　公平委員会委員の選任につきましては、田渕敬治委員の任期が今月２５日を

もって満了となります。田渕委員には、令和２年１２月から１期４年の間、公平委員会委員

として誠心誠意ご尽力をいただいてまいりました。ここに改めて敬意と感謝を申し上げる次

第であります。 

　　つきましては、新たに選任する委員として、京都市にお住まいの前田修平氏を選任するこ

とについて同意をお願いしております。 

　　前田氏は、現在、京都第一法律事務所に勤務され、弁護士としてご活躍されており、労働

行政に関しても識見を有しておられることから、職務を遂行していただけるものと存じてお

ります。ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

　　同意第６号　固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、野間雅彦委員の任期が

今月２５日をもって満了となります。このため、引き続き選任することについて同意をお願

いするものであります。 

　　野間氏は、地元地域の実情に精通され、豊富な知識とご経験を基に職務を適切に務めてい

ただいております。ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

　　議案第６０号　京丹波町開発及び土砂の埋立て等に関する条例の制定につきましては、京

丹波町内での開発行為及び土砂の埋立て行為に関し、開発行為等の適用する基準を統一して

運用するため、現行条例を全部改正するものです。 

　　議案第６１号　京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正する条例の制定につきまして
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は、予約型乗合タクシーの導入に伴う町営バス事業の見直しのため、所要の改正を行うもの

です。 

　　議案第６２号　京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹波町職員の管理職手当に関する

条例の一部を改正する条例の制定につきましては、一般行政職におけるラスパイレス指数等

処遇改善のため、行政職給料表に７級制を導入することに伴い、改正を行うものです。 

　　議案第６３号　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第４号）につきまして、補正前の

額１２０億８，２２０万６，０００円に２億６，１２０万円を追加し、補正後の額を１２３

億４，３４０万６，０００円とすることをお願いしております。 

　　歳出の主な事業といたしまして、初めに総務費の一般管理費では、ふるさと応援寄附金事

業に１億５，２４７万２，０００円の計上をお願いしております。 

　　財産管理費の庁舎管理事業では、町有施設設備等改修工事に１，０２８万５，０００円を

計上するとともに、振興基金の積立てに３，０４７万６，０００円の計上をお願いしており

ます。 

　　企画費の京丹波栗リファイン事業では、１４０万円の計上をお願いしております。京丹波

栗新商品開発支援補助金の増額を行うものであります。 

　　また、人件費につきましては、年度末に向けた精査を実施し、各費目ごとに計上しており

ます。 

　　民生費では、重度心身障害老人健康管理事業、心身障害者医療事業及び障害者自立支援事

業におきまして、給付費等の増加によりそれぞれ必要額の計上をお願いしております。 

　　衛生費では、環境保全対策事業に８万８，０００円の計上をお願いしております。水質検

査委託料の増額を行うものであります。 

　　消防費では、京都中部広域消防組合の負担金額の確定に伴い、７２３万８，０００円の追

加補正を行うものであります。 

　　教育費では、小学校一般管理事業に６２７万９，０００円の計上をお願いしております。

丹波ひかり小学校の図書室エアコン修繕工事等に伴うものです。 

　　次に、歳入でございますが、国庫支出金では、総額１万５，０００円を減額計上しており

ます。 

　　民生費国庫負担金では、自立支援給付費国庫負担金に５９０万５，０００円を、総務費国

庫補助金では、デジタル田園都市国家構想推進交付金に４３０万４，０００円を計上すると

ともに、デジタル基盤改革支援補助金に１，２７５万８，０００円を減額計上しております。 

　　府支出金では、総額１，４１８万６，０００円を計上しております。 
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　　民生費府負担金では、自立支援給付費府負担金に２９５万２，０００円を、民生費府補助

金では、障害者総合支援事業費補助金に６８５万６，０００円を計上しております。 

　　財産収入では、ゴルフ場用地貸付収入に４７万６，０００円を計上しております。 

　　寄附金では、一般寄附金に３，０４７万５，０００円を、ふるさと応援寄附金に１億円を

計上しております。 

　　町債では、総額１９０万円を減額計上しております。 

　　総務債では、本庁舎施設改修に係る財源といたしまして５３０万円を計上しております。 

　　教育債では、中学校体育館空調整備の事業精査や小学校施設改修の実施等により７２０万

円を減額するものであります。 

　　最後に、今回の歳出補正額に対して必要な財源を確保するため、財政調整基金から１億１，

７５８万３，０００円を繰り入れて財源調整を図ることといたしております。 

　　以上、一般会計補正予算の提案説明とさせていただきます。 

　　議案第６４号　令和６年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）では、

補正前の額１８億４，２００万円に１８２万４，０００円を追加し、補正後の額を１８億４，

３８２万４，０００円とすることをお願いしております。 

　　国保運営事務の精査等により増額を行うものであります。 

　　議案第６５号　令和６年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）では、事業

勘定において、補正前の額２１億５，６０６万３，０００円に６，０５７万２，０００円を

追加し、補正後の額を２２億１，６６３万５，０００円とすることをお願いしております。 

　　介護給付費等の精査等により増額を行うものであります。 

　　また、老人保健施設サービス勘定においては、補正前の額１億６，２１４万３，０００円

から１７４万３，０００円を減額し、補正後の額を１億６，０４０万円とすることをお願い

しております。 

　　人件費及び一般管理事業の必要額を精査し、減額を行うものであります。 

　　議案第６６号　令和６年度京丹波町育英資金給付事業特別会計補正予算（第１号）では、

補正前の額６５５万６，０００円から９，０００円を減額し、補正後の額を６５４万７，０

００円とすることをお願いしております。 

　　育英給付金の確定により減額を行うものであります。 

　　議案第６７号　令和６年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第１号）では、

補正前の額１億７，３９２万８，０００円に３０２万６，０００円を追加し、補正後の額を

１億７，６９５万４，０００円とすることをお願いしております。 
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　　修繕料等の精査により増額を行うものであります。 

　　議案第６８号　令和６年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）では、補正前

の額１，３５２万５，０００円に１０５万８，０００円を追加し、補正後の額を１，４５８

万３，０００円とすることをお願いしております。 

　　桧山地域振興対策補助金等の増額を行うものであります。 

　　議案第６９号　令和６年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）では、収益的収

入及び支出においては、補正前の額１０億６，５９５万９，０００円から２，５８６万４，

０００円を減額し、補正後の額を１０億４，００９万５，０００円とすることをお願いして

おります。 

　　人件費等の精査によるものであります。 

　　議案第７０号　令和６年度京丹波町水道事業会計補正予算（第１号）では、収益的収入に

おいて、補正前の額１１億８３７万３，０００円から２１４万８，０００円を減額し、補正

後の額を１１億６２２万５，０００円とし、また、収益的支出については、補正前の額１０

億８，５３５万６，０００円に１，１０９万円を追加し、補正後の額を１０億９，６４４万

６，０００円とすることをお願いしております。 

　　維持補修工事等の増額を行うものであります。 

　　資本的収入においては、補正前の額５億９，４３９万３，０００円から１，６７７万５，

０００円を減額し、補正後の額を５億７，７６１万８，０００円とし、また、資本的支出に

ついては、補正前の額１０億４，５６３万６，０００円から２，５１１万２，０００円を減

額し、補正後の額を１０億２，０５２万４，０００円とすることをお願いしております。 

　　生活基盤施設等耐震化工事の減額等を行うものであります。 

　　議案第７１号　令和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号）では、収益的収入

においては、補正前の額８億５，１０２万６，０００円に１，００２万１，０００円を追加

し、補正後の額を８億６，１０４万７，０００円とし、また、収益的支出については、補正

前の額９億１，９７１万１，０００円に１，００２万１，０００円を追加し、補正後の額を

９億２，９７３万２，０００円とすることをお願いしております。 

　　消費税及び地方消費税の支払いに伴う特別損失の増額等を行うものであります。 

　　資本的収入においては、補正前の額４億７，８９８万７，０００円に１２９万７，０００

円を追加し、補正後の額を４億８，０２８万４，０００円とし、また、資本的支出について

は、補正前の額６億１，７４７万３，０００円に１２９万７，０００円を追加し、補正後の

額を６億１，８７７万円とすることをお願いしております。 
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　　人件費の精査によるものであります。 

　　以上、提案理由の説明とさせていただきます。何とぞ慎重にご審議賜りまして、原案にご

賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　説明の途中ですが、これより暫時休憩に入ります。再開は１０時１５

分といたします。 

休憩　午前１０時００分 

再開　午前１０時１５分 

○議長（梅原好範君）　休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

　　補足説明を担当課長から求めます。説明は、日程順にお願いいたします。 

　　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　それでは、同意第５号　公平委員会委員の選任につきまして、補

足説明を申し上げます。 

　　まず、公平委員会委員につきましては、地方公務員法第９条の２の規定によりまして、３

人の委員で組織することとなっており、委員の選任につきましては、同条第２項の規定によ

りまして、人格が高潔で、地方自治の本旨及び民主的で能率的な事務の処理に理解があり、

かつ、人事行政に関し識見を有する者のうちから、議会の同意を得て、地方公共団体の長が

選任することとなっております。 

　　主な職務といたしまして、職員の給与、勤務時間、その他の勤務条件に関する措置の要求

を審査、判定し、必要な措置を取っていただくこと。また、職員に対する不利益な処分につ

いての不服申立てに対する採決、または決定をいただくことといったことが主な職務となっ

ております。任期は４年でございます。 

　　なお、従前の選任では、旧町単位でお世話になってきておりましたけども、公務職場にお

きましても、専門的な見地からの審査も想定され、京都府下の状況も参考にして京都弁護士

会を通じて選出いただいたところでございます。 

　　新たにお世話になります前田修平氏の略歴等につきましては、別紙資料をご確認ください。 

　　続きまして、同意第６号　固定資産評価審査委員会委員の選任につきまして、補足説明を

申し上げます。 

　　固定資産評価審査委員会の設置につきましては、地方税法第４２３条第１項並びに京丹波

町税条例第７７条の規定により、固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審査決

定するために、市町村に固定資産評価審査委員会を設置することとなっており、地方税法第

４２３条第３項により、当該委員を選任することについて議会の同意をお願いするものであ
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ります。委員の任期は３年で、現在、旧町単位に１名ずつ３名の委員にお世話になっており

ます。 

　　なお、引き続きお世話になります野間雅彦氏の略歴等につきましては、別添資料をご確認

ください。 

　　以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご同意賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　井上土木建築課長。 

○土木建築課長（井上晴之君）　それでは、議案第６０号　京丹波町開発及び土砂の埋立て等

に関する条例の制定についての補足説明を申し上げます。 

　　京丹波町内での開発行為及び土砂の埋立て行為に関し、適用する条例及び要綱が事業地に

より異なり、対象となる行為や基準について差が生じております。これらを全町で統一する

ため、また、宅地造成及び特定盛土等規制法が令和５年５月２６日に施行され、京都府内で

の同法による区域の指定が令和７年５月１日とされていることから、宅地造成及び特定盛土

等規制法、以降は盛土規制法と言いますが、その運用とあわせ、今回、京丹波町の環境保全

等に関する条例を全部改正し、開発及び土砂の埋立て等に関する条例を整備するものであり

ます。 

　　それでは、条項に沿いながら説明いたします。 

　　表紙を１枚めくっていただきまして、第１条は、制定の目的です。この条例は、民間の資

力を活用したまちづくりの推進を図る一方で、京丹波町内における無秩序な開発行為、建築

行為及び土砂の埋立てを防止し、京丹波町民の安全で快適な生活環境を保全し、秩序ある住

みよいまちづくりの推進を図り、当該区域やその周辺地域における災害の発生を未然に防止

するとともに、本町における良好な都市環境の形成に寄与するところを目的としています。 

　　第２条は、用語の定義です。各号に規定する定義につきましては、それぞれ法律で規定す

る用語の定義によるものとしています。 

　　１枚めくっていただきまして、第３条は、条例の適用範囲となります。この条例は、町内

全域において面積が５００平方メートル以上の開発行為等及び計画戸数が３戸以上の建築行

為について適用します。開発行為等には、開発行為、建築行為及び土砂等による土砂の埋立

て行為が含まれています。 

　　第４条は、この条例を適用しない事業について定めています。 

　　第５条、第６条は、開発行為に関する手続、計画内容の変更において協議し、同意を得な

ければならない旨などを規定しています。 
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　　１枚めくっていただきまして、第７条は、開発行為に伴い必要となる公共施設について、

開発行為者の負担により整備しなければならないと規定しています。 

　　第８条は、工事完了及び公共施設及び公益施設の検査について規定しております。 

　　第９条は、第１項では、第７条の規定により整備した公共施設及び公共施設の帰属につい

て規定しております。 

　　１枚めくっていただきまして、第２項は、移管手続が完了するまでの維持管理責任につい

て。第３項は、町長が認めるものについては、指定した期間、事業者による維持管理工事を

行わせること。第４項は、２年間の瑕疵に関する期間。第５項は、維持管理責任の所在につ

いてそれぞれ規定しています。 

　　第１０条は、土地利用計画について、京丹波町の各種計画に基づく施設計画となるよう定

めています。 

　　第１１条は、地域住民及び関係機関との調整について規定しております。開発行為の施行

に関し、あらかじめ地元住民との協議調整を図り、理解を得るとともに、紛争等が生じない

ようにし、同意書等により町長へ報告しなければならないと規定しています。 

　　第１２条から第３１条につきましては、主に開発指導要綱で規定していた条項を整理して

おります。 

　　続きまして、第３２条では、立入検査についてそれぞれ規定しています。 

　　第３３条から第３５条までは、行政処分等について規定しております。 

　　飛びまして、第４０条から第４３条までについては、罰則等について規定しています。 

　　最後に、附則です。 

　　第１項ですが、この条例の施行は、盛土規制法の区域指定日と合わせて施行するため、規

則に委任することとしています。事前の情報では、令和７年５月１日の指定と聞いておりま

すが、正式に決まった時点で施行日と定めることとします。 

　　今後のスケジュールとしまして、本条例を議決いただきましたら、年内に施行規則ととも

に公布し、周知期間を設けたいと考えています。施行日以降は、従前の条例及び要綱から本

条例に引き継ぐこととなります。 

　　第２項は、経過措置の規定です。 

　　以上、簡単ではございますが、議案第６０号　京丹波町開発及び土砂の埋立て等に関する

条例の制定についての補足説明とします。ご審議賜りまして、ご賛同いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君）　堀企画情報課長。 
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○企画情報課長（堀　友輔君）　議案第６１号　京丹波町町営バス運行事業条例の一部を改正

する条例の制定につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　今年度から事業者の協力を得て実施しています、予約型乗合タクシーの実証運行から、本

格運用を行うに当たりまして、町営バス路線の一部を見直すものでございます。 

　　それでは、議案書の新旧対照表をご覧ください。 

　　右側の第２条、表中、路線名の下から２番目、道の駅和線を廃止するものでございます。

理由としましては、予約型乗合タクシーの利用実績から一定の代替が図られていることや、

道の駅「和」が送迎サービスを行っている状況から見直しの対象としたところです。 

　　以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご賛同いただきますようお願いいた

します。 

○議長（梅原好範君）　田中総務課長。 

○総務課長（田中晋雄君）　次に、議案第６２号　京丹波町職員の給与に関する条例及び京丹

波町職員の管理職手当に関する条例の一部を改正する条例につきまして、補足説明を申し上

げます。 

　　本町における一般行政職の給料月額を国家公務員と比較する、いわゆるラスパイレス指数

の改善として、行政職給料表を６級制から７級制に改定することに合わせて、同じく、給与

条例別表第１に規定する行政職給料表級別職務分類表について整理を行うものです。 

　　改正概要といたしまして、本町のラスパイレス指数改善における課題であります、同一級

における職務分類の併給、具体には３級における主査級と係長級の混在、また、国と比較し

て５級以上の昇給を改善する必要があるため、改正を行うものです。 

　　議案書を５枚めくっていただきまして、新旧対照表１ページをご確認ください。 

　　まず、第１条関係、職員の給与に関する条例、第２条につきましては、今回の改正に合わ

せて規定を正しく表記する改正であり、第３条では、行政職給料表を６級から７級に改める

ものです。これによりまして、第１５条の４第５項における期末手当加算の対象を３級から

４級に改めるものです。 

　　続いて、２ページでは、行政職給料表級別職務分類表のうち、係長級を３級から４級に改

め、課長補佐級を５級、課長部長級を６級及び７級とすることに合わせて、現行の職務を整

理しております。 

　　また、３ページから６ページにかけては、給料表に７級を追加しております。 

　　次に、７ページ、第２条関係でございます。 

　　職員の管理職手当に関する条例では、第３条に規定する管理職のうち、こども園副園長を
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削除するとともに、課長補佐級を加えるため、職務分類表に規定する職務を追加、整理を行

っております。 

　　なお、施行期日につきましては、令和７年４月１日としております。 

　　以上、簡単ですが、議案第６２号の補足説明といたします。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　山内財政課長。 

○財政課長（山内明宏君）　議案第６３号　令和６年度京丹波町一般会計補正予算（第４号）

につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　それでは、ページをめくっていただきまして、初めに５ページの第２表の債務負担行為補

正をお願いいたします。 

　　地上権設定に係る賃借料におきまして、現行の債務負担行為設定の補正をお願いするもの

であり、令和７年度以降に必要となる限度額の整理を行い、限度額を２億１，０４０万４，

０００円に改める変更をお願いするものであります。 

　　次に、６ページ、第３表の地方債補正をお願いいたします。 

　　合併特例事業債につきましては４８０万円を増額し、補正後の限度額を４億７１０万円と

することをお願いしております。 

　　総務債では、本庁舎の自動音声案内システム構築に伴い、５３０万円の計上をお願いして

おります。 

　　教育債では、放課後児童クラブ施設改修工事の事業精査に伴い、５９０万円の減額を行う

とともに、丹波ひかり小学校の図書室エアコン修繕工事に伴い、５４０万円の増額を行うも

のであります。 

　　次に、過疎対策事業債につきましては４０万円を減額し、補正後の限度額を３億６，１９

０万円とすることをお願いしております。小学校体育館照明設備工事監理業務の不要に伴い

減額を行うものであります。 

　　次に、緊急防災・減災事業債につきましては６３０万円を減額し、補正後の限度額を８，

６４０万円とすることをお願いしております。中学校体育館空調設備の事業精査に伴い減額

を行うものであります。 

　　地方債合計では、補正後の限度額を８億８，３５０万円といたしております。うち、交付

税の算入は約６９％の６億１，３００万円余り算入される見込みであります。 

　　次に、補正予算の主な項目について説明をさせていただきます。 

　　事項別明細書の１１ページをご覧ください。 

　　まず、歳出からでございますが、全般として、各費目を通じまして事業精査に基づく決算
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見込みを立て、必要な補正をお願いするものであります。あわせまして、人件費関係全般に

つきましても、年度末に向けた一定の精査を行っております。 

　　初めに、２款、総務費、１項、総務管理費、一目、一般管理費のふるさと応援寄附金事業

に１億５，２４７万２，０００円を計上しております。ふるさと応援寄附金の収入実績に基

づき、さらなる寄附金の増加を見込むことにあわせまして、増加に伴うふるさと産品の経費

や基金への積立てなど、収入に応じて必要となります各種経費について増額をお願いするも

のであります。 

　　５目、財産管理費の庁舎管理事業では１，０２８万５，０００円の計上をお願いしており

ます。役場の代表電話につきまして、自動音声案内システムを構築し、音声ガイダンスを流

すことにより、希望する担当課へ直接電話できる仕組みを構築するとともに、全通話録音機

能を構築し、行政サービスの向上と職員の負担軽減を図るものであり、１４節、工事請負費

の町有施設設備等改修工事に１，０２８万５，０００円を計上しております。 

　　同じく、財産管理費の地上権設定に係る賃借料に４７万６，０００円の計上をお願いして

おります。グランべール京都ゴルフ倶楽部に係るゴルフ場用地賃借料につきまして、現状、

山林は４５％減、その他地目は１％減の賃借料となっておりますが、今回、１％アップでの

協議がまとまりましたので、１３節、使用料及び賃借料の地上権設定賃借料に４７万６，０

００円を計上するとともに、令和７年度以降に必要となる金額につきまして、債務負担行為

補正において増額計上をしております。 

　　また、振興基金積立事業に３，０４７万６，０００円の計上をお願いしております。今回、

歳入で補正計上しております寄附金につきまして、一旦振興基金に積立てを実施させていた

だきまして、令和７年度事業に有効活用させていただきたいというふうに考えております。 

　　６目、企画費では、京丹波栗リファイン事業に１４０万円の計上をお願いしております。

京丹波栗を活用した新商品、新サービスの開発や販路拡大に係る補助金の増額を行うもので

あり、１８節、負担金、補助及び交付金の京丹波栗新商品開発支援補助金に１４０万円を計

上しております。 

　　次に、１３ページから１４ページまでの１１目、地域振興事業費では、地域おこし協力隊

設置事業に１００万円の計上をお願いしております。任期満了となる地域おこし協力隊が町

内で起業することに必要な経費について補助を行うものであり、１８節、負担金、補助及び

交付金の地域おこし協力隊起業補助金１００万円を計上しております。 

　　次に、１５ページから１６ページまでの３款、民生費、１項、社会福祉費、３目、障害者

福祉費の重度心身障害老人健康管理事業では、３１２万４，０００円の計上をお願いしてお
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ります。給付費の増加によるものであります。また、心身障害者医療事業におきましても、

給付費の増加が見込まれることから４３０万２，０００円の計上をお願いしております。障

害者自立支援事業におきましても３，４２８万円を計上しております。給付費等の増加によ

り追加補正をお願いするものであります。 

　　次に、１７ページから１８ページまでの４款、衛生費、１項、保健衛生費、４目、環境衛

生費の環境保全対策事業に８万８，０００円の計上をお願いしております。猪鼻川に係る臨

時の水質検査分として、１２節、委託料の水質検査委託料に８万８，０００円の計上をお願

いしております。 

　　次に、１９ページから２０ページまでの６款、農林水産業費、２項、林業費、２目、林業

振興費の丹波くり振興事業では、２４節、積立金、振興基金積立金を１４０万円減額計上し

ております。総務費の京丹波栗リファイン事業の京丹波栗新商品開発支援補助金に１４０万

円増額しております。それの財源調整を図るものであります。 

　　次に、２１ページから２２ページの９款、１項、消防費、１目、常備消防費の京都中部広

域消防組合負担金では、毎年当初予算におきまして、前年度実績に基づき予算計上させてい

ただいているものでございますが、今回、交付税の確定に伴い負担金が確定したことから、

７２３万８，０００円の計上をお願いするものであります。 

　　次に、１０款、教育費、２項、小学校費、１目、学校管理費の小学校一般管理事業に６２

７万９，０００円の計上をお願いしております。丹波ひかり小学校の図書室エアコン修繕工

事に伴う経費として、１４節、工事請負費の小学校設備改修工事に５５４万５，０００円を

計上しております。 

　　また、１２節、委託料の測量設計監理業務等委託料につきましては、小学校体育館照明設

備工事監理業務の不要に伴い、４３万５，０００円の減額を行っております。 

　　次に、２３ページから２４ページまでの下段、６項、１目、学校給食費の学校給食事業に

２７１万８，０００円の計上をお願いしております。特に、米価価格の高騰などにより、１

０節、需用費の賄材料費に２０２万３，０００円を計上するなど、必要な経費への予算計上

を行っております。 

　　以上が歳出でございます。 

　　戻っていただきまして、事項別明細書の５ページ以降をお願いいたします。 

　　次に、歳入でございます。 

　　初めに、１６款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、民生費国庫負担金、１節、社会

福祉費負担金では、自立支援給付費国庫負担金に５９０万５，０００円を計上しております。
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障害者自立支援事業の財源として計上するものであります。 

　　２項、国庫補助金、１目、総務費国庫補助金では、デジタル田園都市国家構想推進交付金

に４３０万４，０００円を計上しております。庁舎管理事業の電話自動応答システム及び録

音装置の財源として５１４万２，０００円を計上するとともに、窓口ＤＸ化の各種取組に要

する経費の精査に伴い、８８万３，０００円を減額しております。 

　　また、デジタル基盤改革支援補助金につきましては、１，２７５万８，０００円を減額計

上しております。自治体情報システム標準化に係る改修負担金等の事業精算に伴う減額であ

ります。 

　　次に、１７款、府支出金、１項、府負担金、１目、民生費府負担金、１節、社会福祉費負

担金では、自立支援給付費府負担金に２９５万２，０００円を計上しております。障害者自

立支援事業の財源として計上するものであります。 

　　２項、府補助金、２目、民生費府補助金では、重度心身障害老人健康管理事業補助金に１

７１万円を計上しております。重度心身障害老人健康管理事業の財源として計上するもので

あります。 

　　また、７ページから８ページまでの障害者総合支援事業費補助金に６８５万６，０００円

を計上しております。障害者自立支援事業の財源として計上するものであります。 

　　次に、１８款、財産収入、１項、財産運用収入、１目、財産貸付収入では、ゴルフ場用地

貸付収入として４７万６，０００円の計上をしております。 

　　次に、１９款、１項、１目、寄附金の一般寄附金につきましては、遺贈の申出に係る寄附

金として３，０４７万５，０００円を計上しております。また、ふるさと応援寄附金につき

まして、現在の収納状況から本年度の寄附金額の推計を行い、１億円の増額計上をするもの

であります。 

　　次に、９ページから１０ページまでの２３款、１項、町債につきましては、総額で１９０

万円の減額計上をするものであります。冒頭、第３表の地方債補正で説明させていただいた

内容に基づき、必要な補正をお願いするものであります。 

　　戻りまして、７ページから８ページまでの下段、２０款、繰入金、２項、基金繰入金、１

目、財政調整基金繰入金でございます。今回、１億１，７５８万３，０００円を計上いたし

ておりまして、事業費に不足します部分につきまして、本財政調整基金からの繰入れを見込

んでいるところでございます。 

　　また、その他各種の特定財源につきましても、それぞれ精査を行い必要な補正をお願いし

ております。 
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　　以上、議案第６３号　一般会計補正予算（第４号）の補足説明といたします。ご審議賜り

ますようよろしくお願いをいたします。 

○議長（梅原好範君）　大西住民課長。 

○住民課長（大西義弘君）　それでは、議案第６４号　令和６年度京丹波町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）について、補足説明を申し上げます。 

　　まず、歳入から説明させていただきます。 

　　事項別明細書５ページをお願いいたします。 

　　５款、繰入金、１項、他会計繰入金、１目、一般会計繰入金では、システム改修負担金等

に係るもので３０万２，０００円の増。２項、基金繰入金、１目、国民健康保険財政調整基

金繰入金は、前年度繰越金の確定などにより３７４万１，０００円を減額し、補正後の額を

６，８０８万３，０００円としております。 

　　８款、国庫支出金、１項、国庫補助金、１目、社会保障・税番号制度システム整備費補助

金では、マイナンバーカードと健康保険証の一体化に伴う周知広報等事業に係るもので、１

１２万２，０００円を計上しております。 

　　次に、７ページからの歳出の説明をさせていただきます。 

　　１款、総務費では、郵送料の値上げ及びシステム改修負担金の確定などにより、１４２万

４，０００円の増額としております。 

　　７款、諸支出金、１項、償還金及び還付加算金、５目、保険給付費等交付金償還金は、前

年度の保健事業に係る府補助金の精算により、過大交付分の返還金として４０万円を計上し

ております。 

　　以上、誠に簡単でございますが、議案第６４号の補足説明とさせていただきます。ご審議

賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　原澤福祉支援課長。 

○福祉支援課長（原澤　洋君）　議案第６５号　令和６年度京丹波町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）の事業勘定分につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　初めに、歳出から説明させていただきます。 

　　事項別明細書の７ページから８ページの歳出をお願いいたします。 

　　１款、総務費では、令和６年度介護保険制度改正対応に係るシステム改修負担金、行政情

報ネットワークシステム更新に係る介護認定ソフト等再インストール委託料として１３万円

を増額させていただくものです。 

　　２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費では、１目、居宅介護サービス給付費で５，
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７５７万９，０００円の増額。３目、施設介護サービス給付費で１，７４２万３，０００円

の増額。４目、居宅介護福祉用具購入費で１５万６，０００円の増額。６目、居宅介護サー

ビス計画給付費で４１８万４，０００円を増額計上しております。 

　　なお、２目、地域密着型介護サービス給付費では、町内の通所介護事業所で地域密着型サ

ービスへの移行を検討されていた事業所がありましたが、現時点で移行の見込みがないこと

などを理由に２，０００万３，０００円の減額。これは、１目、居宅介護サービス給付費の

増額の一因ともなっております。全てこれまでの給付実績等から推計し、給付見込額を増減

しております。また、５目、居宅介護住宅改修費において財源振替を計上しております。 

　　同じく、２款、保険給付費、２項、介護予防サービス等諸費では、１目、介護予防サービ

ス給付費と、２目、地域密着型介護予防サービス給付費において財源振替を計上しておりま

す。 

　　事項別明細書９ページから１０ページをご覧ください。 

　　３目、介護予防福祉用具購入費で７万１，０００円、４目、介護予防住宅改修費で８０万

４，０００円、５目、介護予防サービス計画給付費で２２万８，０００円を増額しておりま

す。介護予防サービス等諸費におきましても、これまでの給付実績等から推計し、給付見込

額の増額を見込んでおります。 

　　また、３項、その他諸費から、６項、高額医療合算介護サービス等費までの各目において、

財源振替を計上しております。 

　　続きまして、ページを戻っていただきまして、５ページから６ページの歳入をお願いいた

します。 

　　歳入では、保険給付費の増額に関し、３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、２項、国庫

補助金のうち、１目、調整交付金、４款、支払基金交付金、５款、府支出金において、特定

財源の増額を計上しております。 

　　前後いたしますが、３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、５目、介護保険事業費補助金

では、システム改修負担金に対する補助金として４万３，０００円を計上しております。 

　　７款、繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金では、保険給付費の増額

に伴い７５５万５，０００円の増額。 

　　３目、低所得者保険料軽減繰入金では、介護保険料の軽減対象となる第１号被保険者数が

当初見込みよりも増加したことに伴い、４２万２，０００円の増額。 

　　４目、その他一般会計繰入金では、システム改修負担金等の増額に伴い、８万７，０００

円をそれぞれ計上しております。 
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　　２項、基金繰入金では、保険給付費の増額に伴い１，１１８万９，０００円を増額し、収

支の均衡を図ることとしております。 

　　なお、補正後の予算ベースで令和６年度末の基金残高は２億６，２１９万７，０００円と

見込んでおります。 

　　以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君）　中野医療政策課長。 

○医療政策課長（中野竜二君）　続きまして、老人保健施設サービス勘定の補足説明を申し上

げます。 

　　最初に、事項別明細書の７ページ、８ページ、歳出の主なものについてご説明させていた

だきます。 

　　１款、総務費、１目、一般管理費、一般管理事業では、突発修繕に対応する修繕料８０万

６，０００円の増額。人件費では３７万３，０００円の減額。フルタイムの会計年度任用職

員人件費では２００万４，０００円の減額。パートタイムでは１８万４，０００円の減額で、

いずれも人件費の精査によるものでございます。 

　　２款、介護サービス事業費、介護療養型老人保健施設運営事業では、医薬材料費の１０万

円減額と入所者診療負担金１０万円の増額を見込み、事業予算内で組替えを行うものでござ

います。 

　　続きまして、５ページ、６ページにお戻りいただき、歳入の主なものについてご説明させ

ていただきます。 

　　３款、府支出金、１項、府補助金、１目、介護職員処遇改善支援補助金では、補助金額の

確定により６万３，０００円を増額するものです。 

　　４款、繰入金、１項、他会計繰入金、１目、一般会計繰入金では、収支の均衡を図るため

１８８万６，０００円を減額するものです。 

　　５款、繰越金では、前年度繰越金の確定によりまして、８万円を増額するものでございま

す。 

　　以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご賛同賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君）　宇野学校教育課長。 

○学校教育課長（宇野浩史君）　議案第６６号　令和６年度京丹波町育英資金給付事業特別会

計補正予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　まずは、京丹波町育英資金給付事業の令和６年度の実績についてであります。申請者は４
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３名であり、全ての申請者に給付の決定を行いました。内訳は、大学生１９名、専門学校生

７名、高等専門学校生１名、高校生１６名、高校生は、１年生が１名であり、２年生、３年

生が１５名であります。４３名に対し５８８万円を一括給付させていただいたものでありま

す。 

　　それでは、歳入についてご説明させていただきます。 

　　事項別明細書６ページをご覧ください。 

　　寄附金につきまして、収入が見込めないため９，０００円減額させていただいております。 

　　次に、歳出についてご説明させていただきます。 

　　最後のページ、事項別明細書８ページをご覧ください。 

　　まずは、育英給付金を６６万円の減額としております。先ほどご説明いたしました実績に

基づき不用額を減額するものであります。 

　　また、今回の補正に伴い、育英基金繰出金を６５万１，０００円増額し、収支の均衡を図

ることといたします。 

　　以上、補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（梅原好範君）　堀企画情報課長。 

○企画情報課長（堀　友輔君）　議案第６７号　令和６年度京丹波町町営バス運行事業特別会

計補正予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　初めに、補正予算の内容につきまして、歳出から説明いたします。 

　　事項別明細書、７、８ページをお願いいたします。 

　　１款、１項、事業費、１目、運行事業費の運行一般事業では、１０節、需用費につきまし

ては、今年度、高額修繕による支出を実施しており、今後を見据え修繕料３００万円の増額

を行うものです。 

　　続いて、２款、１項、公債費、２目、利子では、長期債償還事業で、２２節、償還金、利

子及び割引料の長期債償還利子につきまして、借入利率の変動によりまして２万６，０００

円を増額するものでございます。 

　　続いて、ページを戻っていただきまして、５、６ページの歳入をお願いします。 

　　初めに、５款、１項、１目、繰越金につきましては、前年度の繰越金の確定によりまして

５０万３，０００円を増額いたします。 

　　また、今回の補正に伴います歳出額の増加により、財源の不足が生じますことから、４款、

１項、繰入金、１目、他会計繰入金、１節、一般会計繰入金に２５２万３，０００円の増額
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をお願いするものです。 

　　以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご賛同いただきますようお願いいた

します。 

○議長（梅原好範君）　豊嶋瑞穂支所長。 

○瑞穂支所長（豊嶋浩史君）　それでは、桧山財産区特別会計補正予算について、補足説明を

申し上げます。 

　　議案第６８号　令和６年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）は、補正前の

額１，３５２万５，０００円に１０５万８，０００円を追加し、補正後の額を１，４５８万

３，０００円とするものでございます。 

　　それでは、事項別明細書５ページ及び６ページをご覧ください。 

　　歳入でございます。 

　　２款、繰入金、１項、１目、基金繰入金、１節、財政管理調整基金繰入金は、前年度繰越

金の確定、立木補償費、府補助金の増に伴い、１７２万５，０００円を減額するものでござ

います。 

　　３款、１項、１目、繰越金、１節、前年度繰越金は、前年度分の繰越金が確定したことに

伴い、１９３万１，０００円を増額するものです。 

　　４款、諸収入、２項、１目、１節、雑入は、関西電力送電線に係る近接樹木伐採補償費５

３万５，０００円を増額するものです。 

　　５款、府支出金、１項、府補助金、１目、総務費府補助金、１節、総務費補助金は、豊か

な森を育てる府民税活用補助金３１万７，０００円を増額するものでございます。 

　　次に、７ページ、８ページをご覧ください。 

　　歳出でございます。 

　　１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、７節、報償費では、運営委員等報

償において、下半期支払い分について出役回数が増えたことによりまして４万円を増額して

おります。 

　　３目、諸費、１８節、負担金、補助及び交付金では、各区からの申請案件が増加する見込

みとなったため、桧山地域振興対策補助金１０１万８，０００円を増額するものでございま

す。 

　　以上、桧山財産区特別会計補正予算の補足説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご承

認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君）　中野医療政策課長。 
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○医療政策課長（中野竜二君）　議案第６９号　令和６年度国保京丹波町病院事業会計補正予

算（第１号）の補足説明を申し上げます。 

　　まず、収益的支出の主なものをご説明いたします。 

　　明細書３ページ、４ページ、１款、京丹波町病院事業費用をご覧ください。 

　　１項、医業費用、１目、給与費では、当初予算時の見込みから、内科医師１名減のほか人

件費の精査により１，８１０万４，０００円を減額。２項、医業外費用、４目、消費税及び

地方消費税では、消費税額の確定により１１０万８，０００円を減額するものでございます。 

　　続きまして、２款、和知診療所事業費用でございます。 

　　１項、医業費用、１目、給与費では、当初予算時の見込みから、事務職員１名の減員及び

人件費の精査により９０８万７，０００円を減額するものです。 

　　続きまして、明細書５ページ、６ページ、３款、和知歯科診療所事業費用をご覧ください。 

　　１項、医業費用、１目、給与費では、歯科衛生士１名の増員及び人件費の精査により２６

３万８，０００円を増額するものでございます。 

　　続きまして、収益的収入の主なものをご説明いたします。 

　　明細書１ページ、２ページにお戻りいただき、１款、京丹波町病院事業収益をご覧くださ

い。 

　　１項、医業収益では、外来患者数の減少や外来単価の減少を見込み、外来収益９８８万６，

０００円の減額。２項、医業外収益では、収支の均衡を図るため一般会計繰入金を９３１万

円減額するものでございます。 

　　続いて、２款、和知診療所事業収益、１項、医業収益では、外来患者数の減少や外来単価

の減少を見込み、外来収益４６４万３，０００円の減額。２項、医業外収益では、収支の均

衡を図るため一般会計繰入金を４５２万５，０００円減額するものでございます。 

　　続きまして、３款、和知歯科診療所事業収益、２項、医業外収益では、収支の均衡を図る

ため一般会計繰入金を２５０万円増額するものでございます。 

　　以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご賛同

賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（梅原好範君）　村田上下水道課長。 

○上下水道課長（村田弘之君）　それでは、議案第７０号　令和６年度京丹波町水道事業会計

補正予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　１２ページ、１３ページの予算明細書をご覧ください。 

　　まずは、収益的勘定の収益的収入及び支出につきまして、ご説明申し上げます。 
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　　最初に、上段、収益的収入につきまして、１款、水道事業収益、２項、営業外収益では２

１４万８，０００円の減額をお願いしております。内訳といたしまして、２目、他会計補助

金における高料金対策に要する経費について、国から示される資本費基準額が上昇し、本町

資本費との差額が減少したことによる２５１万１，０００円の減額、及び児童手当に要する

経費として職員の人事異動に係る分として１２万円の増額となっており、補助金合計で２３

９万１，０００円の減額となっております。 

　　３目、長期前受金戻入として、令和５年度に取得いたしました固定資産を決算に基づき台

帳に登録し、その確定値を算出、分担金分で４５万６，０００円の増額、府補助金分で２１

万３，０００円の減額、合計で２４万３、０００円の増額となっております。 

　　次に、収益的支出をご覧ください。 

　　１款、水道事業費用、１項、営業費用では１，１０９万円の増額をお願いしております。

内訳としまして、２目、配水及び給水費において、主に水道管の補修材料につきまして物価

高による資材費単価の上昇と、既に布設してあります大口径の主要管理部材を修繕のために

事前に確保するために５００万円の増額。維持補修工事に関しましても、資材費単価の上昇

に加え、本年度の漏水箇所の傾向として多くの資材を要する複雑な部位が多いことから１，

０００万円の増額と、合計で１，５００万円の増額とさせていただいております。 

　　４目、総係費については、人事異動による職員配置の変更による人件費の補正として２１

万４，０００円の増額をしております。 

　　５目、減価償却費では、令和５年度に取得した固定資産を決算に基づき台帳に登録し、確

定値を算出した結果、有形固定資産減価償却費を４０９万４，０００円の減額、無形固定資

産減価償却費を３万円の減額、合計で４１２万４，０００円の減額としております。 

　　次に、１４ページ、１５ページをご覧ください。 

　　資本的勘定の資本的収入及び資本的支出についてご説明させていただきます。 

　　まず、下段の資本的支出をご覧ください。 

　　１款、資本的支出、１項、建設改良費、１目、施設整備費につきまして２，５１１万２，

０００円の減額とさせていただいております。内訳といたしましては、人件費に関しまして、

人事異動により資本勘定で支弁している職員配置の変更による人件費の補正として、一般職

員の手当１０万円、法定福利費８万８，０００円それぞれ増額しております。工事請負費に

ついては２，５３０万円の減額としております。当初計画していた水道管布設工事等に関し

まして、関係する機関との調整の結果、今年度は未実施となった工事についての減額となっ

ております。 
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　　こちらの財源につきましては、上段の資本的収入のほうをご覧ください。 

　　１款、資本的収入全体では１，６７７万５，０００円の減額をお願いしております。内訳

といたしましては、まず、１項、企業債、１目、企業債においての減額です。生活基盤施設

耐震化等工事に関する財源として、府補助金の内示額に合わせて精査したことから、不足と

なる部分に充当するための企業債を６５０万円増額することと、先ほど説明いたしました今

年度未実施となった工事の財源分１，９８０万円を減額することとして、企業債全体で１，

３３０万円の減額としております。 

　　次に、３項、補助金です。１目、府補助金では、こちらも先ほど説明させていただきまし

たが、今年度の内示額に基づいて精査し、６４８万８，０００円の減額としております。 

　　２目、他会計補助金では、児童手当に要する経費として、人事異動に伴う精査として１０

万円の増額としており、３項、補助金全体で６３８万８，０００円の減額となっております。 

　　７項、その他資本的収入、１目、その他資本的収入では、町道の改良工事や治水対策工事

に伴う水道管移設工事に係る補償分として、事業費等の精査により２９１万３，０００円の

増額となっております。 

　　以上、議案第７０号の補足説明とさせていただきます。 

　　引き続きまして、議案第７１号　令和６年度京丹波町下水道事業会計補正予算（第２号）

につきまして、補足説明を申し上げます。 

　　こちらも、１２ページ、１３ページの予算明細書をご覧ください。 

　　まずは、収益的勘定の収益的収入及び支出につきまして、ご説明申し上げます。 

　　最初に、収益的支出のほうをご覧ください。 

　　１款、下水道事業費用、１項、営業費用、５目、総係費について７２万７，０００円の増

額をお願いするもので、正職員の人件費の精査と会計年度任用職員の報酬単価において最低

賃金の上昇による精査によるものです。 

　　２項、営業外費用で１２万１，０００円の減額をお願いしております。この減額は、２目、

消費税及び地方消費税において、令和６年度中に支払う消費税中間申告額の確定に伴うもの

です。 

　　３項、特別損失、１目、その他特別損失では９４１万５，０００円の増額をお願いしてお

ります。令和５年度会計における消費税及び地方消費税の納付額につきまして、当初予算計

上時の概算額の算出時に合併以降に受け入れた一般会計繰入金において、起債の元金償還金

に充当する分を各年度起債充当事業費支出分を課税・非課税の割合に応じて仕分けするとこ

ろ、繰入金全てを不課税収入として計算していたことにより、納付額の見積りが過少であっ
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たことによる増額となっております。 

　　次に、これら収益的支出の財源といたしまして、上段の収益的収入をご覧ください。 

　　１款、下水道事業収益、２項、営業外収益、２目、他会計補助金につきまして、収益的支

出の増額分１，００２万１，０００円全て一般会計からの補助金を財源とするよう町財政課

と調整させていただきました。 

　　次に、１４ページ、１５ページをご覧ください。 

　　資本的勘定の資本的収入及び資本的支出についてご説明させていただきます。 

　　まず、下段の資本的支出をご覧ください。 

　　１款、資本的支出、１項、建設改良費、１目、建設改良費について、１２９万７，０００

円の増額をお願いしております。内容につきましては、人件費の精査によるものとなってお

ります。 

　　財源としましては、上段の資本的収入をご覧ください。 

　　１款、資本的収入、５項、出資金、１目、出資金において１２９万７，０００円の増額を

お願いしています。先ほどご説明いたしました建設改良費における人件費の増額補正の財源

として一般会計からの繰入れをお願いしております。 

　　以上、議案第７１号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（梅原好範君）　以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

　　よって、本日はこれをもって散会いたします。 

　　次の本会議は、４日に再開しますので、定刻までにご参集ください。 

　　この後、議会広報広聴特別委員会が開催されますので、委員の皆様には、お疲れのところ

大変お世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

　　本日は、大変ご苦労さまでした。 

散会　午前１１時１２分 
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